
 

資料１ 

 

「有機顔料中に副生するＰＣＢに関するリスク評価検討会」について 

 

 

１．目 的  
一部の有機顔料が、非意図的に副生したＰＣＢを含有することが判明した

ことを受け、本検討会では、環境の汚染を通じた人や生態系への影響や当該

顔料が使用された製品の使用を継続することによる消費者の健康への影響等

について、専門家による議論を行うことを目的とする。 
 
２．形 式  
本検討会は、３省（厚生労働省、経済産業省、環境省）の合同検討会とし

て開催される（名簿は別紙）。 
 
３．検討内容 
（１）環境の汚染を通じた人や生態系への影響に関するリスク評価 
（２）当該顔料が使用された製品の使用を継続することによる消費者の健康

への影響に関するリスク評価 
（３）その他、（１）又は（２）に関連する事項 
 
４．会議及びその結果等の取扱い 
本検討会は、原則として公開で行い、会議資料及び議事録を後日公開する。

ただし、公開することにより公正かつ中立な審議に著しい支障を及ぼすおそ

れがある場合又は特定な者に不当な益若しくは不利益をもたらすおそれがあ

る場合等は非公開とする。 
 
５．今後のスケジュール 
４～５月を目処にこれまでに得た情報を用いた暫定的なリスク評価の結果

を取りまとめる予定。その後、有機顔料の製造・輸入事業者に対する実態調

査の結果（報告期限は有機顔料の種類により５月１０日又は８月１０日）等

を踏まえて、年内を目処に詳細なリスク評価の結果を取りまとめる。なお、

本検討会の検討結果については、必要に応じて３省の関連する審議会に報告

する。 
 



 

 

 

 

有機顔料中に副生する PCBに関するリスク評価検討会 
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（敬称略、五十音順） 
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